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(百万円未満四捨五入)

１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 16,764 22.7 2,068 151.8 2,423 171.9 1,536 144.9

2022年３月期第１四半期 13,667 22.4 821 878.8 891 － 627 970.2
(注) 包括利益 2023年３月期第１四半期 1,940百万円( 91.1％) 2022年３月期第１四半期 1,015百万円( 549.6％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭
2023年３月期第１四半期 80.20 －

2022年３月期第１四半期 32.75 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2023年３月期第１四半期 75,809 53,147 69.4 2,746.35

2022年３月期 74,925 51,867 68.6 2,681.92
(参考) 自己資本 2023年３月期第１四半期 52,617百万円 2022年３月期 51,363百万円

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 25.00 － 35.00 60.00

2023年３月期 －
2023年３月期(予想) 30.00 － 30.00 60.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

　　

　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期 (累計) 35,500 20.6 4,200 68.5 4,550 72.8 3,100 72.5 161.85

通期 71,500 10.5 7,750 17.9 8,200 16.9 5,700 19.4 297.60
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：有

　

　 詳細は、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ：無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社 （社名） ―、除外 ―社 （社名）―
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：有
　

（注）詳細は、添付資料P.７「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有

② ①以外の会計方針の変更 ：無

③ 会計上の見積りの変更 ：無

④ 修正再表示 ：無
　

（注）詳細は、添付資料P.７「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧くださ
い。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期１Ｑ 19,800,400株 2022年３月期 19,800,400株

② 期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ 641,699株 2022年３月期 648,752株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期１Ｑ 19,153,411株 2022年３月期１Ｑ 19,152,091株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用
に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予
想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における国内の設備投資は、昨年度に引き続き半導体関連産業を中心に堅調に推移し

ました。海外においても、半導体関連産業を中心に設備投資が伸長しました。半導体デバイスについても、引き続

き旺盛な需要が続きました。

国内自動車生産台数は、半導体不足と上海ロックダウンにより部品調達が滞った影響を受けて前年を下回りまし

たが、国内の建設機械の生産台数は堅調に推移しました。国内の建築着工については前年に比べて減少しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は16,764百万円(前年同期比＋22.7％)となり、営業利益は2,068百

万円(前年同期比＋151.8％)、経常利益は2,423百万円(前年同期比＋171.9％)、親会社株主に帰属する四半期純利益

は1,536百万円(前年同期比＋144.9％)となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

① 管材システム事業

管材システム事業は、主力製品の樹脂バルブを軸に樹脂管材市場を拡大することを基本戦略としています。ま

た、耐食問題の解決と樹脂管材の機能性を追求した製品開発によりお客様のお役立ちに注力した営業活動を推進

しています。

国内の設備投資においては、建設資材価格が高騰していることから設備投資に対する慎重姿勢が継続して見ら

れています。樹脂バルブ等の基幹製品については、半導体関連の大型工事案件に支えられて販売が堅調に推移し

ました。樹脂配管材料等を用いたエンジニアリング事業についても堅調に推移しました。なお、高騰する原材料

価格に対しては、製品価格の改定を行うなどの対応を取っております。それらの結果、国内の売上は前年を上回

りました。

海外では、中国のロックダウンの影響が一部ありましたが、米国、韓国において半導体関連産業をはじめとし

た設備投資に伴う好調な需要が継続しており、また円安の影響や製品価格の改定もあり、売上は前年を上回りま

した。

半導体製造装置向けのダイマトリックス製品は、日本をはじめ、韓国、台湾、中国向けの販売が伸長したこと

から、売上は前年を大きく上回りました。

利益面においては、人件費の増加や原材料価格高騰の影響があったものの、国内外で売上高が増加したことに

加え、円安の影響もあり前年を大きく上回りました。

この結果、当セグメントの売上高は10,814百万円(前年同期比＋35.4％)、営業利益は2,091百万円(前年同期比

＋238.3％)となりました。

② 樹脂事業

自動車や建設機械等に必要な鋳物製品の製造に使われる素形材製品は、お客様の作業環境を改善する製品に加

え、多様な鋳造工程に最適な製品を提案することでお客様へのお役立ちに取り組んでおります。国内においては、

お客様の製造品質の向上や作業時に発生する臭気低減につながる提案と新規のお取引先様への営業活動を行い、

海外ではお客様の品質要求に応えた提案活動を継続して推進した結果、自動車生産台数は減ったものの、売上は

前年並みを維持しました。

発泡材料製品は、施工のしやすさに加え施工品質の向上に取り組むことで、お客様へ安心・安全を提供してい

ます。現場発泡断熱材においては、当社の得意とするビル・マンション等の建築着工は前年に引続き堅調に推移

しており、その需要を取り込む営業に注力したことや、トンネル掘削用の土木材料では、予定していた案件を計

画通りに受注できるよう営業活動に取り組んだことから、売上は前年を上回りました。
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電子材料用途を主力製品とする高機能樹脂は、最先端の半導体に必要な電子材料の低メタル化精製技術を追求

し、半導体の高度化に貢献しています。半導体の微細化に対応している国内大手レジストメーカー向けの低メタ

ル製品に加え、レガシー半導体向けの製品の需要も引き続き堅調に推移しました。一方で一部海外においてFPD用

途を中心とした需要の減速が見られたことから、売上は前年並みとなりました。

利益面においては、引き続き高騰する原材料価格に対応するため製品価格の改定を随時実施しておりますが、

原材料価格の上昇に追いつかず、前年を下回りました。

この結果、当セグメントの売上高は4,633百万円(前年同期比＋5.5％)、営業利益は42百万円(前年同期比△81.8

％)となりました。

③ 水処理・資源開発事業

水処理事業は、お客様のニーズに基づいた水資源を有効に活用できる水処理・水再生システムの設計・施工を

行っています。国内の公共工事は、半導体不足の影響を受け、工事進捗の遅れが発生しました。また、民間工事

において工事着工の遅れも重なったことから売上は前年を下回りました。

資源開発事業は、再生可能エネルギーである地熱発電の蒸気井などの掘削工事や温泉開発工事を行い資源の有

効活用に貢献しています。温泉設備工事において工事着工の遅れが発生したものの、地熱発電の掘削工事におけ

る大型案件を着工できたことで、売上は前年を上回りました。

メンテナンス事業及び環境薬剤事業は、施設や設備の安定稼働のためのサービスや水処理薬剤を提供すること

でお客様へのお役立ちに注力しています。メンテナンス事業は修繕工事案件の受注が増え、それらの工事に着手

できたこと、環境薬剤事業は新たに公共施設向けの案件を落札したことから、売上は前年を上回りました。

この結果、当セグメントの売上高は1,317百万円(前年同期比＋2.2％)、営業損失は83百万円(前年同期の営業損

失は65百万円)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の資産は75,809百万円となり、前連結会計年度末に比べ884百万円増加しました。こ

れは主に受取手形、売掛金及び契約資産などの流動資産の増加によるものです。負債は22,662百万円となり、前連

結会計年度末に比べ395百万円減少しました。これは主に支払手形及び買掛金などの流動負債の減少によるもので

す。純資産は53,147百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,280百万円増加しました。これは主に利益剰余金や為

替換算調整勘定の増加によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、2022年５月13日に公表しました業績予想を修正いたし

ました。

なお、当該予想に関する詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くださ

い。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,311 13,245

受取手形、売掛金及び契約資産 15,351 16,584

電子記録債権 4,202 4,217

棚卸資産 13,235 14,117

その他 787 909

貸倒引当金 △57 △58

流動資産合計 47,830 49,014

固定資産

有形固定資産

土地 6,715 6,761

その他（純額） 11,287 11,476

有形固定資産合計 18,003 18,237

無形固定資産

のれん 968 979

その他 1,276 1,266

無形固定資産合計 2,245 2,245

投資その他の資産

投資有価証券 3,333 2,795

退職給付に係る資産 2,606 2,602

その他 932 939

貸倒引当金 △23 △23

投資その他の資産合計 6,848 6,313

固定資産合計 27,095 26,795

資産合計 74,925 75,809

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,155 5,449

電子記録債務 3,618 3,586

短期借入金 2,575 3,731

未払法人税等 1,722 1,085

その他 4,295 4,321

流動負債合計 18,365 18,172

固定負債

長期借入金 195 207

退職給付に係る負債 1,841 1,839

株式給付引当金 54 44

役員株式給付引当金 94 104

長期前受金 617 600

その他 1,891 1,698

固定負債合計 4,693 4,490

負債合計 23,058 22,662

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 8,496 8,496

利益剰余金 36,861 37,724

自己株式 △1,100 △1,087

株主資本合計 49,257 50,133

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 950 581

為替換算調整勘定 1,151 1,906

退職給付に係る調整累計額 5 △3

その他の包括利益累計額合計 2,106 2,484

非支配株主持分 504 531

純資産合計 51,867 53,147

負債純資産合計 74,925 75,809
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 13,667 16,764

売上原価 9,234 10,530

売上総利益 4,433 6,234

販売費及び一般管理費 3,611 4,165

営業利益 821 2,068

営業外収益

受取利息 2 5

受取配当金 46 73

為替差益 25 276

不動産賃貸料 19 19

その他 6 15

営業外収益合計 98 388

営業外費用

支払利息 5 7

不動産賃貸費用 11 11

出資金評価損 4 7

その他 8 7

営業外費用合計 28 33

経常利益 891 2,423

特別利益

固定資産売却益 2 －

投資有価証券売却益 0 －

特別利益合計 2 －

特別損失

固定資産除却損 3 1

固定資産売却損 3 0

投資有価証券売却損 0 －

特別損失合計 6 1

税金等調整前四半期純利益 887 2,422

法人税等 255 883

四半期純利益 632 1,539

非支配株主に帰属する四半期純利益 4 3

親会社株主に帰属する四半期純利益 627 1,536
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 632 1,539

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △143 △369

為替換算調整勘定 571 779

退職給付に係る調整額 △45 △9

その他の包括利益合計 384 401

四半期包括利益 1,015 1,940

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,012 1,914

非支配株主に係る四半期包括利益 3 27
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項

に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ．前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び損益の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
財務諸表
計上額管材システム

事業
樹脂事業

水処理・資源
開発事業

計

売上高

外部顧客への売上高 7,988 4,391 1,288 13,667 － 13,667

セグメント間の内部売上高
又は振替高(注)２

38 0 0 38 △38 －

計 8,025 4,391 1,288 13,705 △38 13,667

セグメント利益又は損失(△)
(営業利益又は損失(△))

618 230 △65 783 38 821

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分されない全社費用(主に報告セグメントが負

担する一般管理費の配賦差額)であります。

２．セグメント間の内部売上高又は振替高は、市場実勢価格に基づいております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。

Ⅱ．当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日　至 2022年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び損益の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
財務諸表
計上額管材システム

事業
樹脂事業

水処理・資源
開発事業

計

売上高

外部顧客への売上高 10,814 4,633 1,317 16,764 － 16,764

セグメント間の内部売上高
又は振替高(注)２

47 － 0 47 △47 －

計 10,861 4,633 1,317 16,811 △47 16,764

セグメント利益又は損失(△)
(営業利益又は損失(△))

2,091 42 △83 2,050 18 2,068

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分されない全社費用(主に報告セグメントが負

担する一般管理費の配賦差額)であります。

２．セグメント間の内部売上高又は振替高は、市場実勢価格に基づいております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。

　


